
ゆすの里 第三者委員への報告会及び地域連携推進会議会議録 

    

○実施日 

令和 8 年 6 月 30 日(火) 

○実施場所 

ゆすの里 会議室 

○構成員 

施設利用者：A 氏・B 氏  

利用者家族：家族会会⾧ 

地域の関係者：鹿児島県保護司会会⾧・鹿児島県社会福祉協議会 理事 

       元民生委員児童委員・妙円寺小学校運営委員 

       社会福祉法人緑風会 理事・太陽の里 施設⾧ 

市町村担当者：日置市市民福祉部福祉課 障害福祉係係⾧ 

       日置市市民福祉部福祉課 障害給付係係⾧ 

○職員出席者 

大野園⾧・横山副園⾧兼総務課⾧・田中支援課⾧・梅木主査作業療法士兼主査支援

員・稲田事務主査兼主査支援員・中馬支援員(生活介護サビ管)・山下理学療法士兼支

援員（自立訓練サビ管） 

 

１、園⾧あいさつ 

 

２、参加者自己紹介 

 

３、令和７年度苦情解決状況について 

•苦情件数: 1 件（サービスの質や量に関する内容）  

•苦情内容:体幹装具の着用時に職員の支援が不十分との意見が利用者から意見箱に投書さ

れた。本人および関係職員への聞き取りを実施。  

•対応結果: 

①装具着用は職員支援のもとで実施されており、ベルト締めのみ自立支援の観点から本人

が実施していることを確認。 

② 理学療法士による再評価を 3 月中に実施。  

③ 令和 8 年 4 月から個別支援計画に体幹装具着用訓練を追加する方針を決定。  

④対応方針を職員連絡会で周知し、本人にも説明・了承を得た。 

 

４、令和７年度施設内サービス評価について 

•実施期間: 令和 8 年 1 月 1 日～1 月 31 日  



•対象者: 利用者 81 名（回答者 75 名）  

•評価結果:  

①全体的におおむね肯定的な回答を得られた。  

②否定的回答が多かった項目: 地域との連携（問 14）  

③「地域住民やボランティアなど外部の人と触れ合う機会がありますか」に対し、「ほと

んどない」が 62% 

④ 前年度 59%から若干悪化。 

・課題と要因:  

①コロナ禍以降、地域交流の機会は一定程度設けているが、利用者と地域住民が直接触れ

合う場としては不十分。  

②自由意見では外出行事の増加要望や職員対応の統一性に関する指摘もあった。 

 

５質疑応答、その他意見交換等 

○地域連携に関する議論  

・現状の課題:  

① コロナ禍後、地域との接触機会が制限されている状況が継続。 

② 夏祭り等は 2 年前から家族会参加を再開したが、地域住民参加は限定的。 

・今後の取り組み:  

① 来年の夏祭りから段階的に地域の方々の参加を検討。  

② 検討後、自治会等への正式案内を予定。  

③地域福祉推進と地域連携強化に注力する方針。  

○その他の議題  

・買い物支援について：日置市商品券の利用に関する課題が議論された。  

→ゆすの里では利用者の金銭管理は本人・家族対応が基本。支援が必要な方には職員同行

での買い物支援を実施。 

・施設から一般就労への移行実績について質問があった。 

→自立訓練から一般就労への実績、令和 6 年度: 1 名が社会福祉法人の非常勤職員として採

用。それ以前：2 名が清掃関係の職場に就職。今年度も 1 名程度の就労を目指している。 

・サービス評価の問 13「事故の発生」についての内容や、事故後の対応について質問があ

った。 

→ずれ落ちや転倒が主な内容であり、都度ヒヤリハット報告書や事故報告書の作成、関係

機関への提出を行っている。 

 

 

※併せて施設見学も実施。 

 


